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豆腐・納豆の原料大豆原産地表示に関するガイドライン骨子（案）についての意見・情  

報の募集  

平成18年4月28日  

農林水産省総合食料局   

この度、「豆腐・納豆の原料大豆原産地表示に関するガイドライン骨子（案）」につい  

て、下記により広く国民等から意見・情報を募集いたします。   

今後、提出いただいた意見・情報を考慮した上、「豆腐・納豆の原料大豆原産地表示  

に関するガイドライン」を決定することとしております。  

記  

1 意見公募の趣旨・目的・背景   

（1）加工食品の原料原産地表示については、商品の品質に関する情報を適切に提  

供する観点から、積極的に推進されているところです（平成18年10月から生  

鮮食品に近い20食品群については、原料原産地表示が義務化されます。）。   

（2）豆腐・納豆の原料大豆の原産地表示については、義務化されないものの、大  

豆は平成19年産から実施される品目横断的経営安定対策の対象品目であり、国  

産大豆の生産・流通及び実需者の原料調達構造が大きく変化することを踏まえ、  

消費者の適切な商品選択に資するため、原料大豆の原産地表示を推進していくこ  

とが求められているところです。   

（3）このため、学識経験者、消費者、大豆生産・流通関係者、豆腐・納豆製造業  

者団体の代表者等で構成する「豆腐・納豆の原料大豆原産地表示に関する検討会」  

を3月22日及び4月24日の2回開催し、本案を作成したところです。  

ついては、本案について、意見・情報を募集いたします。  

2 意見公募の対象となる案及び関連資料の入手方法   

農林水産省総合食料局食品産業振興課において配付及び農林水産省ホームページ（h   

ttp：／／www．maff．go．jp）において掲載します。  

3 意見・情報の提出方法  

（1）インターネットによる提出（クリックして下さい。）  

（2）郵便  〒100－8950 東京都千代周区霞が関1－2－1  
農林水産省総合食料局食品産業振興課  

食品第1班  
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（3）ファクシミリ 03－3502－0614 農林水産省総合食料局食品産業振興課  

食品第1班宛て  

4 意見・情報の提出上の注意   

提出の意見・情報は、日本語に限りますこ また、個人の方は住所・氏名・性別・年   

齢・職業を、法人は法人名・所在地を明記して下さい。これらは、公表する場合もあ   

りますので、御了承願います（公表の際に匿名を希望される場合は、意見・情報提出   

時にその旨書き添えて下さい。）。  

なお、電話での意見・情報はお受けしませんので御了承願います。  

5 意見・情報の提出の締切日   

平成18年 5月28日（郵便の場合は消印有効）  

6 その他   

意見・情報募集の対象となる「豆腐・納豆の原料大豆原産地表示に関するガイドラ   

イン骨子（案）」については、別添のとおりです。  

【問い合わせ先】  

農林水産省総合食料局食品産業振興課食品第1班  

担当  山田（啓）、山田（謙）  

電話  03岬3502－8111（内線5666、5667）  

直通  03－3502－8260  
FAX O3－3502－0614  

ヽ
－
ア
 
遥
蔓
て
 
 
 



墟転司潮ガイドチヤン育子㈲  詔裔・糸  

平 成18 年 4 月  

農林水産省総合食料局食品産業振興課   
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Ⅰ 趣旨  

Ⅱ ガイドラインの位置付け  

Ⅲ 対象業者について   

Ⅳ 対象品目について  

Ⅴ 原料原産地表示の方法について  

1 原料原産地表示に関する基本的考え方  

2 表示する原料原産地の名称  

3 原料原産地表示の箇所及び方法  

4 複数の原産国の大豆を使用する場合の原料原産地表示  

5 原料原産地表示を補完する表示  

6 留意事項   
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Ⅱ ガイドラインの位置付け  
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Ⅲ 対象業者について  

本ガイドラインは、事業規模の大小に関わりなく全ての豆腐・納豆の製造業者等を対象とする。  

Ⅳ 対象品目について  

（1）本ガイドラインは、豆腐については日本国内で製造される豆腐のうらその大宗を占める「も  
」、「きぬごし豆腐」及び「充填豆腐」であって、容器に入れ、又は包装されたものを  腐
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つ  0 いては、日本国内で製造される納豆であって、容器に入れ、又は包装されたものを  
る。  

（・2）モだし、「もめん豆腐」、「きぬごし豆腐」及び「充填豆圃」以外甲豆腐であって容器に入れ、  
て、原料大豆の原産地表示を行うこと  又は包装されたものについても、本ガイドライ  つ
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が望ましい。   
また、インストア（店内加工調理施設）等で製造された商品で容器に入れていない、又は包  

装されていないものについても、店頭でのポップ表示や掲示板等の活用等により、積極的な情  
報提供を進めることが望ましい。  
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Ⅴ 原料原産地表示の方法について  
1 原料原産地表示に関する基本的考え方  

2 表示する原料原産地の名称  
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（品質表示基準に基づく具体的な表示例）  

① 原材料名に括弧書きで表記  ③ 一括表示部分以外に記載する表記  ② 原料原産地名部分による表記  

名  称 豆腐  
原材料名 大豆、凝固剤（（塩化マ  

グネシウム）「にがり」）  

原料原産地名 商声名下部に記載  
内容量 350グラム  
賞味期限 平成××年××月××日  
保存方法 10℃以下で保存してく  

ださい。  

製造者 00豆腐（株）00市00  
町1－1  

名  称 豆腐  
原材料名 大豆（国産上凝固剤（（塩  

化マグネシウム）「にがり」）  

内容量 350グラム  
賞味期限 平成××年××月××日  
保存方法 10℃以下で保存してく  

ださい。  

製造者 00豆腐（株）00市00  
町1－1  

名  称 納豆  
原材料名 大豆、納豆菌  
原料原産地名 アメリカ  

内容量 50グラム  

賞味期限 平成××年××月××日  
保存方法 10℃以下で保存してく  

ださい。  

製造者 00納豆（株）00市00  
町1－1  

＋  
商品名下部に記載（印字、シール添付  
でも可）  

原料大豆の原産地名  
アメリカ   
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④ 本商品に使用した原料の原産地名   

に○を打刻する表記  

名  称 豆腐  
原材料名 大豆、凝固剤（（塩化マ  

グネシウム）「にがり」）  

原料原産地名 くE夏空訟カナダ、  

中国  

内容量 350グラム  
賞味期限 平成××年××月××巳  
保存方法 10℃以下で保存してく  

ださい。  

製造者 00豆腐（株）00市00  
町1－1  

注）この商品の原料大豆の原産地は   

⊂⊃で印字しています。  
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4 複数の原産国の大豆を使用する場合の原料原産地表示  

（1）複数原産国の大豆を混合しており、原産地が2カ国以上ある場合にあっては、原材料に占  
から順に記載する。  

（品質表示基準に基づく具体的な表示例）  

名  称 豆腐  

大豆（アメリカ、カナダ）、  原材料名  

凝固剤（（塩化マグネシウ  

ム）「にがり」）  

内容量 350グラム  
賞晩期限 平成××年××月××目  
保存方法 10℃以下で保存してく  

ださい。  
製造■者 00豆腐（株）00市00  

町1－1  
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（品質表示基準に基づく具体的な表示例）  

① 原産地が3カ国以上であり、全て ② 原産地を2カ国以上記載し、それ ③ 都道府県名を記載する場合  
記載する場合  以上を「その他」として記載する場  
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（品質表示基準に基づく具体的な表示例）  

① 一括表示部分に記載する場合  

（北米地域の例）  

② 一括表示部分に記載する場合   

（南米地域の例）  

名  称 納豆  
原材料名 大豆（ブラジルまたはア  

ルゼンチンまたはポリピ  

名  称 豆腐  
原材料名 大豆（アメリカまたは力  

王芝）、凝固剤（（塩化マ  
グネシウム）「にがり」）  

内容量 350グラム  
賞味期限 平成××年××月××日  
保存方法 10℃以下で保存してく  

ださい。  

製造者 00豆腐（株）00市00  
町1－1  

空）、納豆菌  
内容量 50グラム  
賞味期限 平成××年××月××日  
保存方法 10℃以下で保存してく  

ださい。  

製造者 00納豆（株）00市00  
町1－1  

注）表示してある原産国の大豆を適宜混   
合して使用しています。詳細は弊社お   
客様窓口（電話番号0000）にお尋   
ねください。  

注）原料大豆の原産国は、当社における   

○年度の取扱い実績の多い順に表示し   
ています。詳細は弊社お客様窓口（電   
話番号0000）にお尋ねください。  
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（品質表示基準の考え方を踏まえた具体的な表示例）  

① 一括表示部分以外の近接した箇所   

に北米産である旨を記載する場合  
② 一括表示部分以外の近接した箇所   

に南米産である旨を記載する場合  

名  称 納豆  
原材料名 大豆、納豆菌  
内容量 50グラム  
賞味期限 平成××年××月××日  
保存方法 10Dc以下で保存してく  

ださい。  

製造者 00納豆（株）00市00  
町1－1  

名  称 豆腐  
原材料名 大豆、凝固剤（（塩化マ  

グネシウム）「にがり」））  

内容量 350グラム  
賞味期限 平成××年××月××日  
保存方法 10℃以下で保存してく  

ださい。  

製造者 00豆腐（株）00市00  
町1－1  

原料大豆は、韮迷塵（アメリカま  
たはカナダ）を使用しています  原料大豆は、塵迷塵（ブラジルま  

たはアルゼンチンまたはボリビ  
ア）を使用しています  注）原料大豆の原産国は、当社における   

○年度の取扱い実績の多い順に表示し   

ています。詳細は弊社お客様窓口（電   
話番号0000）にお尋ねください。  

注）表示してある原産国の大豆を適宜切   
り替えて使用しています。詳細は弊社   

お客様窓口（電話番号0000）にお   
尋ねください。  
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（不適切な表示例）  

① 一括表示部分内で同一農業地域外 ② 一括表示部分以外の近接した箇所   
の原産国を「または」で記載する場  に同一農業地士或外の原産国を「また  

は」で記載する場合  

名  称 豆腐  
原材料名 大豆、凝固剤（（塩化マ  

グネシウム）「にがり」）  

内容量 350グラム  
賞味期限 平成××年××月××巳  
保存方法10℃以下で保存してく  

ださい。  

製造者 00豆腐（株）00市00  
町1－1  

名  称 豆腐  

大豆（アメリカまたは目  原材料名  

杢）、凝固剤（（塩化マグネ  
シウム）「にがり」）  

内容量 350グラム  
賞味期限 平成××年××月××日  
保存方法10℃以下で保存してく  

ださい。  

製造者 00豆腐（株）00市00  
町1－1  

原料大豆は、北米産（アメリカまた  
はカナダ）または中国産を使用して  

います。  
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5 原料原産地表示を補完する表示  

に特定の原産地等の原材料を使  小
ソ
 
 
 

（1）原料原産地表示を補完する情報   
用した旨を強調して表示する場合  
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場合にあっては、加工食品品質表  
ぞれ次に定める場合に限ることと  示基準の規定に関わらず、本ガイド  

する。．  

① 国産大豆を使用している旨の表示  
原料大豆に国産大豆のみを使用する場合  

② 00県産大豆を使用している旨の表示  
原料大豆に00県産大豆のみを使用する場合  

③ 契約栽培大豆を使用している旨の表示  
原料大豆に豆腐・納豆の製造業者と農業者・農業協同組合等の間で栽培方法、品種、購入量、作付面積   

等を取り決めた契約により栽培した大豆のみを使用する場合  

（2）′加工食品品質表示基準の規定では、その時定の原産地等の原材料を一括表示部分以外に強調  
場合、当該原材料を100％使用しない場合は、同一の種類の原材料に占める重  る
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し  

すれば、強調した表示が可能であるが、消費者の誤認を排除し、表示への信頼  

点から、（1）の対応を進める。  
載
観
 
 

の
 
 

性を  

ー12 一   
．相成巨・・・・げ  



6 留意事項  

、異なる原産国の原料  切
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（1）一つの製造ラインで、   
造されている場合があるた   
る原産国の異なる原料の混  

て
 
 

つ
 
 
 

の製造業者においては、  
必要な対応をしなけ  

原産地表示に当たっては、原料の原産地情報の管理を徹底し、誤った表示を行わないよ  原
 
 

）
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 うにしなければならない。また、表示の根拠とした仕入伝票その他関係書類の整理に努めなけ  

ればならない。  

ケージヘの原料原産地表示の方法に加えて、  

活用  

品
板
報
ら
 
 

商
示
情
か
 
 

す
や
じ
 
 

定
示
 
 

パ
等
提
 
 

（4）本ガイドラインに規   

① 店頭でのポップ表   
② インターネットを通   

の問合わせ対応による情報提供  ③・お客様相談窓口等消費  

等により、積極的な情報提供を進めることが望ましい。  
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（5）大豆が原材料の大宗を占める豆腐及び納豆につし  の
 
品
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える観点から、一括表示部分の「原材料名」について、次の例示  
料以外の  あっては、それぞれ次に定める表示を行うことができる。なお、当然な  

原材料を使用する場合には、その原材料の表示も行う必要がある。  

① 「中生光黒」、「いわいくろ」、「丹波黒」等の品種の黒大豆  
「原材料名／黒大豆」  

② 「青丸くん」、「キヨミドリ」、「あきたみどり」等の品種の青大豆  
「原材料名／青大豆」  
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